
が
一
体
に
な
れ

る
よ
う
な
企
画

の
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
元

の
子
供
た
ち
に

サ
ッ
カ
ー
の
魅

力
を
伝
え
る
た

め
、
定
期
的
に

ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
い
ま

す
。
選
手
が
こ

れ
ま
で
培
っ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
惜
し
み

な
く
継
承
し
、Ｕ
15
の
育

成
に
も
力
を
入
れ
、
未
来

の
ス
タ
ー
選
手
の
発
掘
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

の
情
報
発
信
や
、
地
域
の

マ
ル
シ
ェ
と
コ
ラ
ボ
す
る

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
人
々
が
楽
し
め
る
交
流
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働
き
方
改
革
で

選
手
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

選
手
の
雇
用
な
ど
で
経

済
面
を
支
え
て
い
る
地
元

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
支
援

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
以
前
は
、
業
務
後
に

練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、

疲
労
な
ど
で
ケ
ガ
を
す
る

こ
と
が
多
く
、
今
は
朝
に

練
習
を
し
、
そ
の
後
に
仕

事
を
す
る
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
業
で
あ
る
サ
ッ

和
歌
山
か
ら

夢
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

　
ア
ル
テ
リ
ー
ヴ
ォ
和
歌

山
は
、
現
在
、
地
域
リ
ー

グ
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
。
プ

ロ
リ
ー
グ
の
Ｊ
リ
ー
グ
へ

の
参
入
を
目
指
し
て
、
ま

ず
は
Ｊ
Ｆ
Ｌ
へ
の
昇
格
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

　

北
口
監
督
は
「
独
自
の

戦
略
に
基
づ
い
て
連
携
を

強
め
、
組
織
力
を
駆
使
し

た
全
員
プ
レ
ー
が
チ
ー
ム

の
特
徴
で
す
」
と
力
強
く

語
り
ま
す
。

スポーツを通じて「夢・感動・活力」を届けたい！ ～ NPO法人和歌山からＪリーグチームをつくる会～
　2025 年にＪリーグ昇格を目指して活躍するサッカーチーム「アルテリーヴォ和歌山」。和歌山にサッカー文化が根付くように、地域密着型チームをと
なるべく奮闘中。そのチーム運営に取り組んでいる NPO 法人和歌山からＪリーグチームをつくる会の GM（ゼネラルマネージャー）の児玉佳世子さんと
監督の北口雄一さんに、チームの課題やサッカーへの想い、今後の目標についてうかがいました。

カ
ー
プ
レ
ー
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
、
企
業
側
の
配

慮
が
あ
る
そ
う
で
す
。

 

ま
た
、
チ
ー
ム
が
勝
ち

進
め
ば
試
合
数
が
増
え
、

出
勤
で
き
ず
に
収
入
減
と

な
る
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま

し
た
。
選
手
が
安
心
し
て

プ
レ
ー
に
専
念
で
き
る
よ

う
に
企
業
側
も
年
間
契
約

と
す
る
な
ど
、
環
境
も

徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

み
ん
な
が
笑
顔
で

ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
々
を

　

Ｇ
Ｍ
の
児
玉
さ
ん
は
初

め
て
Ｊ
リ
ー
グ
の
観
戦
に

横
浜
に
行
っ
た
時
、
衝
撃

を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
で
サ
ポ
ー

タ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
、

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
応
援
を

し
て
い
ま
し
た
。
街
全
体

で
盛
大
な
カ
ー
ニ
バ
ル
を

繰
り
広
げ
る
ム
ー
ド
を
目

の
当
た
り
に
し
、
圧
倒
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
瞬

間
か
ら
、
和
歌
山
に
そ
の

光
景
を
再
現
し
た
い
と
い

う
夢
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
人
達
の
生
活
の

中
に
サ
ッ
カ
ー
が
根
付

き
、
ア
ル
テ
リ
ー
ヴ
ォ
和

歌
山
が
地
元
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
存
在
と
な
る
こ

と
。
サ
ッ
カ
ー
観
戦
が
日

常
に
あ
ふ
れ
、
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
地
域
企
業
と
の
連
携

企
画
「
キ
シ
ュ
ウ
ノ
ホ
コ

リ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

を
制
作
し
て
い
ま
す
。
コ

ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
て

Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
と
チ
ー
ム

の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
観
戦
で
盛
り

上
が
り
活
気
あ
る
街
が
実

現
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
、
こ
れ
か
ら
の
選
手
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
編
集
・
西
峰
祐
美
）

http://www.wnc.jp/wakatsuku/
和歌山を創る新聞「わかつく」は 2013 年 4 月
以降のバックナンバーを PDF 形式で公開して
います。2017 ～ 18 年に連載した「SDGs を知
ろう」全 22 回もまとめてダウンロードできま
す。

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバー

特定非営利活動法人
和歌山からＪリーグチームをつくる会
　和歌山市松江中 3-2-20
　TEL　073-488-3288　FAX　073-488-3289
● 試合日程や選手の情報はウェブでチェック！
　https://www.arterivo.com/

【お知らせ】
　今号から、和歌山市地域フロンティアセンター（フォルテワジマ 6
階）利用登録団体の有志で構成される「和歌山市 NPO・ボランティア
推進協議会」から寄せられた、登録団体によるイベント情報やボラン
ティア募集情報、団体の日常の活動に関する情報等を不定期にお知ら
せするコーナー「和歌山市・NPO・ボランティア推進協議会だより」
をスタートします。
　現在は新型コロナウイルス感染症対策を万全にしたうえで開催され
るイベントが多くなっています。みなさまも感染対策を十分になさっ
たうえで、ぜひご参加ください。

和歌山市 NPO ・ ボランティア推進協議会だより

イベント｜まちなか百姓養成塾

内職作業で訓練を重ねる通所者今年、地域リーグ（アマチュアリーグ）で首位になると
翌年、JFL（アマチュアリーグ）に昇格できます

日　時　9月 15 日（水）18:30 ～ 20:00
場　所　和歌山市地域フロンティアセンター会議室
　　　　（フォルテワジマ 6階）
内　容　有機農法による秋冬野菜の栽培方法を学びます
参加費　500 円（材料費）
定　員　20 名（事前申し込み必要）
主　催　わかやまイイネ！プロジェクト
　　　　まちなか百姓養成塾チーム
　　　　090-1156-6799、waiprojimu@gmail.com
備　考　今後も奇数月第 3木曜日に開催。
　　　　今後の予定は以下の通りです。
　　　　11 月 17 日　有機農法による秋冬野菜の栽培
　　　　1月 19 日　有機農法による土つくり
　　　　3月 16 日　有機農法による春野菜の栽培

日　時　10 月 9日（土）13:30　JR 宮前駅集合
　　　　　　　　　　　  17:00　和歌山電鐵 大池遊園駅解散予定

イベント｜フォーラム ・ あるいてみよう
「地域の未来を考えた新しい起業のカタチ」

内　容　和歌山市内を移動しながら起業にまつわる話を聞きます。
　　　　・菱岡工業株式会社の取り組み（和歌山市中島）
　　　　・貴志川線の再生ストーリー（和歌山駅）
　　　　・おいけファームの仕掛け（大池遊園駅前）
講　師　岡田 亜紀さん（菱岡工業株式会社代表取締役、NPO 法人ジョ
　　　　イ・コム理事長）
　　　　志場 久起さん（認定NPO 法人わかやまNPO センター副理
　　　　事長・事務局長）
　　　　落合 彩矢さん（おいけファーム代表・ファイナンシャルプ
　　　　ランナー）
　　　　足立 基浩さん（和歌山大学 副学長）
参加費　無料（別途、宮前－和歌山－大池遊園の往復の電車代 1,040
　　　　円が必要）
定　員　30 名（事前申し込み必要）
主　催　認定NPO 法人健康とコミュニティを支援するなるコミ
　　　　073-471-3148 もしくは右のQRコードから
　　　　申し込みを。

【おことわり】イベント情報は掲載日時点での予定です。新型コロナウイルス感染症等
の動向により変更になる可能性があります。詳細は主催者にお問い合わせください。

　今回、和歌山へ移住希望されているお二人の方に「NPO のお仕事体験」として、取材に同
行し記事を書いていただきました。コロナ禍で取材が一度延期になりましたが、新型コロナ
の「第 5 波」が来る前に実施できて、和歌山の雰囲気を感じていただけたと思います。お二
人から取材の感想をいただきましたのでご紹介します。

● 大阪府在住の中橋ゆき恵さん
　「プロを目指すサッカーチームの取材を通じて、“スポーツ愛・郷土愛・こども達の未来”
によりよい光を導く活動を行っている人々に触れ、サッカーには興味がなかったのですが、
純粋に応援したくなりました」

● 三重県在住の太田陽介さん
　「“アルテリーヴォ和歌山” の存在は、地元のシンボルでもあり、新たなコミュニティを作
る場として祝祭的に盛り上がってくれることを期待しています」

応援お願いします！
9 月 5 日（日）10:30 ～
VS　レイジェンド滋賀 FC
紀三井寺公園球技場／補助競技場
サッカースクール（小学生以下）
●有田校…毎週月曜日開催
　なぎの里総合グランド内室内コート
　（有田郡湯浅町湯浅 2362）
●和歌山校…毎週水曜日開催
　河西緩衝緑地公園 西松江緑地 野球場
　（和歌山市松江字 29 町場 2000）
●紀の川校
　毎週木曜日開催
　旧粉河中学校体育館（紀の川市粉河 1479）

アルテリーヴォ和歌山のメンバーのみなさんアルテリーヴォ和歌山のメンバーのみなさん

キャプテン大北啓介選手（MF）キャプテン大北啓介選手（MF）
グッズ制作のため染色する大北選手

染物店とコラボしたオリジナルグッズ
選手が染めた布を用いたコースター ▶


